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1. 3d
1電子系 Ba2Ti13O22の光誘起ダイナミクス 

3d
1電子系 Ba2Ti13O22は、三角格子から周期的に原

子が抜けた異なる三層が c 軸方向に積まれた結晶構

造をとる。TC～200K で相転移を起こし、TC以下で電気

抵抗率の増加と磁化率の減少が観測されている。TC

以下の低温相では、CDW形成を示唆する特徴を示す

一方で、磁化率が温度に対して線形に変化することや

commensurate な超格子ピークの存在などの従来の

CDW 物質とは一致しない結果を示すことから、新規秩

序状態の存在が示唆されている[1]。本研究では、新

規秩序状態における光誘起ダイナミクスを明らかにす

るため、Ba2Ti13O22 の単結晶について pump-probe 分

光法による反射率変化スペクトル(△R/R)を測定した。 

図１は、T=10K(＜TC)における EProbe||b での光誘起

△R/R の時間変化である。光誘起△R/R は光照射直後

に大きく変化し、その後、数百 ps 程度で緩和すること

が分かった。図２は、光照射後 0.5ps,10ps,1nsにおける

光誘起△R/R スペクトルである。これらの結果を詳細に

調べるため、光学伝導度 σ(𝜔)を Drude と Lorentzの式

で Fitting し、そのパラメータを動かして光誘起△R/R ス

ペクトルの Fittingを行った。Fitting結果より、光照射直

後に In-gap 状態の寿命及び Mott 遷移の緩和時間が

短くなることが分かった。 
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図１ T=10K(＜TC),EProbe||bの光誘起△R/Rの時間変化 
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図２ T=10K(＜TC), EProbe||b の光誘起△R/R スペクトル 

 

2. Mott 系 V 酸化物の光誘起ダイナミクス 

スピネル型 MnV1.8Al0.2O4とパイロクロア型 Yb2V2O7

はスピン整列を起こす Mott 絶縁体である。スピン整列

系における光誘起ダイナミクスを追究するため、両者

の単結晶について pump-probe分光法による反射率変

化スペクトル(△R/R)を測定した。その結果、光照射直

後 1ps以内にMott遷移のピークが抑制され、続いて、

MnV1.8Al0.2O4では数 ps後、Yb2V2O7では数 10ps後に

Mott遷移のピークがシフトすることが分かった。Mott遷

移のピークのシフトはスピン整列の融解を意味している。

したがって、電荷のダイナミクスと比較してスピンのダイ

ナミクスは遅れることが分かった。また、MnV1.8Al0.2O4

と Yb2V2O7 を比較するとスピン整列の融解にかかる時

間が異なり、これは結晶磁気異方性の違いまたはスピ

ン整列を起こす相互作用の違いに起因するものである

と考えられる。 
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